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【背景 と目的】術後合併症 をはじめ とした甲状腺機能低'ド症の治療 は、継続的 な甲状腺 ホルモ ン薬の
内服 が通例 とな っている、本研究で は、再生医療 の 目線 か ら甲状腺機能低下症 に対す る新 しい治療法
の検討 として、細胞 シー ト工学の技 術を利用 して甲状腺組織 を再構築 し、 甲状腺機能低下モデルに移
植す ることで機能回復を図 ることを 目的 としてい る。
【実験 方法 と結剰 ラッ ト甲状腺組織 を摘 出 し細胞懸濁液 とした後、温度応答性 培養1皿に播 種 した.
培養1週 間後、 甲状腺細胞 シー トを回収 し、 甲状腺全摘 出術後1週 間経過 した 甲状腺機能 低下症 モデ
ルの智部 に皮 下移 植 した、細胞 シー ト移植前後 の血 中甲状腺 ホルモン値を測定 し、有意差 を求 め評価
した.甲 状腺細 胞 シー ト移 植群 の血 中甲状 腺ホル モン値は、 甲状腺摘 出術後はfTI,、fT、ともに著 し
い低下を呈 したが、細胞シー ト移植後1-4週間で緩 徐に上昇 した。特 に、甲状腺全摘出術後、細胞 シー
トを移植 しなか った群 と移植 した群 とを比較す ると、移植 した群 での甲状腺機能 が有意 に回復 し、最
多の細胞数 を含む細胞 シー ト移植 した群で機能回復 が最 も顕 著であ った。 また、細切組織 を移植 した
群 での機能 回復 は最 も著 しく、機能 低 ドコン トロール群 に対 し有意差 を認 め た。移植部位切片 のHE
染 色による観察 にお いては、illvit1℃での状態 よ りも厚 みを増 した甲状腺組織 を認 め、抗TTF-1抗体
にて免疫 染色 した ところ、濾胞 状に染 まる甲状腺細胞 シー トを確認す ることがで き、濾胞 構造 の周 囲
には血管新 生 も複数 認め られた。
【考察】Illvit1℃で作製 した甲状腺細 胞 シー トは、濾胞構i造に よって構築 されてお り、移植す ること
に より濾胞 構造 が増加 し厚 みを増 し、 よ り生体 内の 甲状腺組織 に近 い構造 を成 していた。 また、 甲状
腺 全摘 出術 を施 した甲状腺機能低下症モ デルの移植後の 甲状腺 ホルモン値か ら、 甲状腺 ホルモンを放
出 していたとも言 える。今後は観察期聞 を延長 し、中枢か らの コン トール も検討 してい く必要 があ る
と考 える.
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